
共
同
研
究

浄
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
研
究

i
l摩
史
・
現
状
・
課
題

i
i

主

任

友

久

久

雄

研

打h

Yし

員

打

本

未

来

1/ 

高

木

ょ壬~

主ヨし

秀

本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
お
よ
び
平
成
十
九
年
度
、
仏
教
文
化
研
究
所
・
共
同
研
究
に
標
記
の
研
究
課
題
で
採
択
さ
れ
た
報
告
論
文
の
一
部
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
現
在
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
活
欝
に
つ
い
て
、
明
治
以
降
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
中
心
と
な
る
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。

第

I
部
に
お
い
て
は
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
九
条
武
子
の
活
動
、
特
に
関
東
大
震
災
後
の
救
護
活
動
と
そ
の
信
仰
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

第

E
部
に
お
い
て
は
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
活
動
と
し
て
、
今
年
二
十
周
年
を
迎
え
た
ピ
ハ

i
ラ
活
動
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第

E
部
に
お
い
て
は
、
ピ
ハ

i
ラ
活
動
に
お
け
る
課
題
を
探
る
た
め
、
ピ
ハ

i
ラ
実
践
者
に
ア
ン
ケ

i
ト
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

降
、
第
l
部
は
打
本
未
来
が
、
第
五
部
は
高
木
宣
秀
が
、
第

E
部
は
友
久
久
雄
が
中
心
と
な
り
研
究
し
た
も
り
で
あ
る
。
ま
た
、
今
田
は
紙
面
の
都
合
上
、
第

I
部
の
み

の
報
告
と
な
る
が
、
第
五
部
、
第
車
部
は
続
く
本
紀
要
に
渇
載
す
る
。

浄
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
研
究
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第

i
部、

九
条
武
子
の
関
東
大
震
災
後
の
救
護
活
動
と
そ
の
信
仰

U土

じ

め

浄
土
真
宗
本
穎
寺
派
(
以
下
、
本
一
派
と
呼
ぶ
〉
に
お
い
て
現
在
、

「
ピ
ハ

i
ラ
活
動
」
と
呼
ば
れ
る
常
信
や
門
徒
に
よ
る
亙
療
福
祉
分
野
で
の
社
会
活
動
が
あ
る
。
こ
れ

は
一
九
八
五
年
、

田
宮
仁
氏
に
よ
っ
て
「
仏
教
を
背
景
と
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
〈
務
末
期
医
療
)
誼
設
」

の
呼
称
と
し
て
、
仏
教
ホ
ス
ピ
ス
に
代
わ
り
「
ピ
ハ

i
ラ
」
と

提
唱
さ
れ
た
の
が
始
ま
ち
で
あ
る
。
本
派
で
は
、
昭
和
六
二
(
一
九
八
七
〉
年
に
ど
ハ

i
ラ
会
員
の
募
集
を
始
め
、

ピ
ハ
!
ラ
の
実
践
活
動
研
究
会
を
発
足
さ
せ
現
在
ζ

至

っ
て
い
る
。

仏
教
徒
が
病
や
老
い
、
死
の
苦
し
み
を
も
っ
人
に
寄
り
添
う
と
い
う
ピ
ハ
!
ラ
活
動
の
思
想
は
、
釈
尊
か
ら
麓
驚
以
後
ま
で
普
遍
の
仏
教
思
懇
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
仏

(1) 

教
社
会
福
祉
の
研
究
に
お
い
て
、
親
鷲
の
慈
悲
、
同
朋
の
思
想
や
蓮
如
の
講
は
仏
教
福
祉
の
原
点
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。

環
代
に
お
け
る
「
ピ
ハ

i
ラ
」
は
、

こ
む
よ
う
な
患
悲
に
基
づ
く
ピ
ハ
!
ラ
ケ
ア
を
提
供
す
る
場
と
し
て
の
医
療
福
祉
蒐
設
を
指
し
、

「
ピ
ハ

i
ラ
活
動
」
と
は
ピ
ハ
!

ラ
を
広
め
る
た
め
の
仏
教
徒
に
よ
る
幅
広
い
社
会
活
動
香
運
動
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

ピ
ハ

i
ラ
の
そ
の
理
念
と
し
て
の
思
想
は
普
遍
で
あ
る
が
、

一
方
で
こ
の
現
代
社

会
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
。

現
代
社
会
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
た
開
題
、

た
と
え
ば
核
家
族
化
、

超
高
齢
化
社
会
に
よ
っ
て
家
族
の
介

護
・
看
護
力
は
な
く
、
看
取
り
の
場
が
病
院
な
ど
施
設
で
あ
る
こ
と
、
医
学
の
発
達
に
よ
っ
て
病
に
つ
い
て
予
後
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
病
・

老
い
・
死
が
穏
さ
れ
た
社
会
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
、

ご
ハ
!
ラ
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
人
を
思
い
や
る
と
い
う
思
想
だ
け

で
は
、
看
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
が
現
代
社
会
で
あ
り
、
現
代
の
ピ
ハ

i
ラ
活
動
も
近
代
国
家
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
や
歪
療
制
度
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
社
会
福
社
や
室
療
制
度
が
国
家
と
い
う
枠
組
み
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
く
の
が
近
代
で
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
社
会
福
社
・
医
療
制
度
が
成
立
し
て
い
く
明
治
以
降
、
本
派
に
お
け
る
社
会
福
社
・
医
療
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
明
治
か
ら
大
正
、
昭

和
初
期
ま
で
真
宗
教
団
の
み
な
ら
ず
仏
教
界
全
体
が
社
会
福
祉
・
医
療
活
動
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
慈
善
事
業
を
活
発
に
行
っ
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。
今
回
は
そ
の
中
の
一
つ



と
し
て
、
九
輪
武
子
に
よ
る
関
東
大
震
災
後
の
救
護
活
動
と
そ
の
信
仰
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
る
。

九
接
武
子
の
人
生
と
社
会
事
業

九
篠
武
子
は
、
明
治
二

O
(
一
八
八
七
)
年
、
本
願
寺
第
二
十
一
代
宗
主
大
谷
光
尊
(
境
部
〉
と
傑
室
、
藤
子
と
の
間
の
四
男
二
女
の
末
娘
と
し
て
生
ま
れ
る
。
明
治
二

四
(
一
八
九
一
〉
年
、
京
都
肝
師
範
学
校
関
属
幼
稚
菌
に
入
題
、
向
付
属
尋
常
小
学
校
、
同
高
等
小
学
校
で
初
等
教
育
を
受
け
た
。
そ
の
後
は
、
安
居
淡
雲
(
一
八
三

O
J

一
九

O
五)、

赤
松
連
域
(
一
八
沼
一
;
一
九
一
九
)
ら
か
ら
寺
内
で
の
教
養
と
教
学
教
育
を
受
け
た
。
こ
の
頃
を
振
り
返
り
九
篠
武
子
辻
、

私
の
幼
い
時
分
の
生
活
は
世
に
も
人
に
も
離
れ
て
い
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

「
む
か
し
む
か
し
の
大
昔
こ

ん
な
話
も
あ
っ
た
の
サ
、

と
い
っ
て
見
た
い
程
、

世
に
も
人
に
も
離
れ
た
お
人
形
の
よ
う
な

生
活
は
、
明
治
三
六
(
一
九

O
ゴ
一
〉
年
、
父
光
尊
が
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た
。
設
女
は
父
の
死
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
て
初
め
て
人
の
死
を
見
た
。

ま
し
て
骨
肉
の
父
の
死
で
あ
る
。

日
頃
可
愛
が
っ
た
我
児
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
お
っ
た
。
頼
り
無
い
、

ほ
ん
と

に
心
細
い
死
と
い
う
も
の
が
こ
ん
な
造
作
も
な
い
も
の
か
と
も
患
わ
れ
た
。
夢
の
よ
う
な
真
実
の
よ
う
な
心
も
ち
で
誼
か
い
関
手
を
握
っ
て
泣
い
て
泣
い
て
泣
き
ぬ
れ

た。

J
中
略
J
年
変
わ
っ
て

E
露
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
。
耳
に
開
く
話
、

E
に
見
る
も
の
、
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
来
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
人
形
の
夢
は
さ
め
た
。
若

(
3
)
 

い
方
の
宮
ま
ぐ
る
し
い
活
動
が
始
ま
っ
て
、
拡
の
天
地
は
夜
が
昼
に
な
る
よ
り
も
、
も
っ
と
激
し
く
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

彼
女
の
生
活
を
支
え
る
者
が
父
か
ら
兄
光
瑞
へ
変
わ
る
こ
と
に
よ
ち
、
九
接
武
子
の
日
常
は
お
人
形
の
よ
う
な
生
活
か
ら
活
き
活
き
と
し
た
自
由
な
生
活
へ
左
変
貌
し
た

の
で
あ
る
。
父
の
死
は
頼
ち
な
い
可
愛
い
お
人
形
、
彼
女
自
身
の
死
で
あ
っ
た
ο

房
治
西

O
(
一
九

C
七
〉
年
、
兄
で
あ
る
本
願
寺
第
二
十
二
代
宗
主
大
谷
光
璃
(
鏡
如
〉
の
妻
響
子
が
総
裁
と
な
っ
て
西
本
願
寺
仏
教
婦
人
会
連
合
会
本
部
を
創
設
す
る

と
、
九
諜
武
子
は
本
部
長
と
な
り
実
質
的
な
運
営
責
任
者
と
な
る
。
本
部
長
と
し
て
の
九
捺
武
子
は
、
書
子
と
共
に
巡
教
の
旅
を
続
け
教
団
の
近
代
化
に
尽
力
し
、

ま
た
宗

門
の
女
子
教
育
の
発
展
に
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
。

明
治
四
二
(
一
九

O
九
〉
年
、

二
三
才
で
審
子
の
弟
、
九
篠
長
致
と
結
婚
す
る
。
夫
の
ケ
ン
プ
リ
ヅ
ヂ
大
学
留
学
に
同
伴
す
る
た
め
に
イ
ギ
ワ
ス
に
渡
り
、

ロ
ン
ド
ン
滞

海
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
研
究
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浄
土
真
宗
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け
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活
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基
礎
的
研
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一
六
回

在
中
、
義
姉
箸
子
と
宗
教
教
育
に
お
け
る
女
子
教
育
、
社
会
事
業
を
視
察
し
婦
国
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
九
捺
武
子
の
熱
心
な
視
察
の
様
子
は
、
山
中
に
よ
れ
ば
『
九

篠
武
子
夫
人
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

九
篠
武
子
夫
人
は
こ
の
時
分
か
ら
、
婦
人
の
手
に
な
る
社
会
事
業
に
、

一
方
な
ら
ぬ
興
味
を
お
も
ち
に
な
の
で
し
た
。
ー
中
略
j
西
本
願
寺
の
佑
爵
家
の
姫
君
で
島
り

ま
し
た
九
捺
男
爵
新
夫
人
が
、
特
に
社
会
事
業
に
着
誤
さ
れ
、
少
し
で
も
そ
の
実
地
見
学
を
、

ロ
ン
ド
ン
に
て
な
さ
ろ
う
と
の
お
望
み
は
、
案
内
役
の
渡
達
氏
に
し
ま

し
て
も
、
全
く
意
外
な
こ
と
で
し
た
。
さ
う
し
て
、

ロ
ン
ド
ン
の
貧
民
窟
を
は
じ
め
、
慈
恵
呂
、
孤
児
院
、
養
老
長
な
ど
婦
人
の
経
営
す
る
各
種
の
機
関
に
就
い
て
、

い
か
に
も
調
っ
て
い
る
施
設
の
一
つ
一
つ
を
、
九
篠
武
子
夫
人
は
、
あ
く
ま
で
も
十
分
に
規
察
し
質
問
し
、
真
剣
に
見
学
な
さ
る
の
で
し
た
N

こ
こ
か
ら
社
会
事
業
施
設
の
視
察
は
用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
九
僚
武
子
の
希
望
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
女
の
社
会
事
業
へ
の
関
心
は
、
遅
く
と
も
結
婚
直
後
に
は
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
呂
田
(
一
九
一
一
〉
年
、
警
子
逝
去
に
よ
り
、

九
族
武
子
は
西
本
願
寺
仏
教
婦
人
会
で
ま
す
ま
す
活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。
響
子
の
遺
士
山
を
継
ぎ
、
宗
門
に
よ
る
女

子
大
学
(
現
在
の
京
都
女
子
大
学
〉
の
設
立
を
め
ざ
し
、
婦
人
会
の
発
展
に
尽
く
し
た
。

ま
た
九
篠
武
子
は
幼
い
頃
か
ら
、

父
明
如
に
短
歌
を
勧
め
ら
れ
、
明
加
の
開
く
歌
会
で
短
歌
を
詠
ん
で
い
た
が
、
大
正
五
(
一
九
二
ハ
〉
年
、
佐
佐
木
信
艇
に
師
事
す
る

と
、
短
歌
雑
誌
に
歌
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
正
九
(
一
九
二

O
〉
年
、
一
二
年
の
約
束
の
留
学
期
間
を
過
ぎ
て
も
帰
国
し
な
い
夫
へ
の
心
情
や
、
巡
教
で
訪
れ
た
旅
の

思
い
を
詠
ん
だ
歌
を
多
く
集
め
た
処
女
歌
集
一

un

】
一
金
舎
を
出
版
す
る
。
特
に
「
十
年
を
わ
び
て
人
ま
つ
ひ
と
り
告
に
ざ
れ
ご
と
い
誌
ん
す
べ
も
忘
れ
(
は
」
「
あ
は
れ
に
も
つ

か
れ
は
て
た
る
し
れ
人
は
夜
さ
へ
昼
さ
へ
た
だ
君
を
の
み
一
な
ど
、
辛
抱
強
く
夫
を
待
ち
な
が
ら
、
ぎ
C

え
き
れ
な
い
寂
し
さ
、
詫
び
し
き
を
歌
っ
た
歌
は
多
く
の
女
性
に

支
持
さ
れ
、
反
響
を
よ
ん
だ
。
な
か
な
か
帰
国
し
な
い
良
致
に
さ
ま
ざ
ま
な
噂
も
あ
っ
た
が
、
時
年
十
二
月
、
夫
良
致
は
日
帰
国
し
、

二
人
は
築
地
本
願
寺
内
で
家
庭
生
活
を

送
る
よ
う
に
な
る
。

大
正
十
二
(
一
九
二
三
〉
年
九
月
一
ヨ
、
関
東
大
震
災
の
時
、
築
地
本
願
寺
も
焼
失
し
、
九
篠
武
子
も
被
災
者
と
な
っ
た
。
復
女
は
震
災
の
体
験
を
親
し
い
友
人
に
宛
て

た
手
紙
で
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。



た
だ
地
震
に
ば
か
り
'
お
そ
れ
て
、
内
に
入
り
ま
せ
ず
、
半
ヨ
を
暮
ら
し
、
コ
一
時
半
頃
良
致
婦
宅
い
た
し
、

こ
れ
も
大
呑
気
で
、
本
堂
前
の
避
難
者
な
ど
を
晃
ま
は
ち
に

ま
い
っ
た
り
し
て
を
ち
ま
す
う
ち
、

ヨ
も
暮
れ
か
か
り
、
入
の
顔
も
う
す
う
す
の
夕
方
に
・
な
っ
て
、
俄
然
風
の
向
き
が
か
は
り
、
今
度
は
風
下
に
な
り
ノ
、

一
方
は
八
丁

堀
か
ら
、

一
方
は
銀
座
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
廃
き
進
ん
で
く
る
有
様
で
、
も
う
か
う
し
て
は
を
ら
れ
な
い
と
、
表
の
者
の
注
意
に
せ
き
立
て
ら
れ
、
着
物
を
差
か
へ
ま
し

た
の
と
、
'
小
さ
な
手
か
ば
ん
に
、
そ
の
境
の
野
宿
の
用
意
に
と
、
毛
布
や
大
ぶ
ろ
し
き
二
、
三
枚
つ
つ
み
こ
み
、
少
し
ば
か
り
、
手
近
に
あ
っ
た
貴
金
属
の
た
ぐ
ひ
を
ほ

れ
ノ
こ
み
ま
し
た
。

た
だ
仏
議
を
身
に
お
供
し
て
。

J
中
略
j
こ
れ
で
芝
方
面
に
火
が
あ
っ
た
ら
、
も
う
売
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
覚
轄
し
ま
し
た
。

J
中
略
J

光
明
は
築
地
の
情
況
を
晃
に
と
再
び
出
か
け
ま
し
た
が
、

と
て
も
熱
く
て
近
っ
け
な
い
し
、
も
う
火
が
ま
は
っ
て
い
る
ら
し
い
か
ら
、

一
刻
も
早
く
、
こ
の
院
内
の
問
に
、

青
山
ま
で
逃
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ソ
、
君
の
老
人
と
、
小
さ
な
再
物
を
車
に
つ
み
ま
し
て
、
先
に
や
り
、
私
ど
も
は
徒
歩
に
て
、
あ
ち
こ
ち
の
焼
け
る
爆
発
の
音

を
後
に
し
て
、
淋
し
い
と
も
な
ん
と
も
い
は
れ
ぬ
心
も
ち
で
、
芝
公
園
を
さ
し
て
あ
る
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
き
ど
き
後
ろ
を
見
ま
す
と
、

(
7
)
 

ま
す
。

一
面
火
の
海
で
ご
ざ
い

関
東
大
震
災
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
9
、
火
災
は
廷
ベ
三
百
間
約
四

0
時
間
続
い
た
。
こ
の
火
災
に
よ
っ
て
、
公
式
記
録
で
は
な
い
も
の
の
、
関
東
大
震
災
翌
5
の
九

月
二
日
未
明
に
は
、
東
京
気
象
台
で
気
温
四
七
・
三
度
を
観
諒
し
て
い
る
。
九
候
武
子
が
み
た
火
災
と
逃
げ
ま
ど
う
人
々
、
死
者
は
地
獄
絵
図
を
現
実
に
再
現
し
た
も
の
だ

っ
た
。

人
も
わ
れ
も
持
鼻
叫
喚
の
地
獄
界
た
だ
に
警
喰
と
患
ひ
て
あ
り
き
?
中
略
、
f
体
験
者
の
一
人
と
し
て
、
再
び
去
年
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
ら
と
思
ふ
時
、
自

分
の
鯵
養
と
覚
梧
の
ま
だ
足
ら
ざ
る
事
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

J
E中
略
j
親
驚
上
人
の
歎
異
抄
の
言
葉
が
、
あ
の
火
に
追
は
れ
て
ゆ
く
道
す
が
ら
、

(
8
)
 

胸
に
刻
ま
れ
ま
し
た
時
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
て
を
ち
ま
す
。

ひ
し
ひ
し
と

震
災
後
、
九
捺
武
子
は
医
師
、
看
護
部
な
ど
医
療
関
係
者
と
協
力
し
被
災
者
の
救
護
の
た
め
上
野
公
園
、

日
比
谷
公
園
の
本
願
寺
救
護
テ
ン
ト
を
巡
回
し
た
。
後
に
触
れ

る
田
中
も
と
は
、
当
時
の
九
銭
武
子
の
活
動
を
回
想
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

語
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
研
究

一
六
五



誇
土
真
宗
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六
六

九
諜
武
子
さ
ん
は
診
療
所
の
外
に
も
風
呂
を
三
カ
所
誌
ど
買
っ
て
、
風
呂
に
入
れ
な
い
人
に
は
誰
で
も
入
れ
る
野
天
風
呂
を
作
ら
れ
た
り
、
読
物
一
つ
な
い
子
供
の
為

に
は
沢
山
の
図
書
を
ヨ
比
谷
に
お
く
ら
れ
た
。
築
地
に
は
子
供
の
図
書
館
を
作
ら
れ
た
ω

九
篠
武
子
は
医
療
な
ど
救
急
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
被
災
者
の
心
や
生
活
を
支
え
る
細
か
な
気
遣
い
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
女
の
活
動
と
共
に
、
こ
こ
で
少
し

本
採
に
よ
る
震
災
救
護
活
動
を
記
し
て
お
く
。
本
流
に
よ
る
震
災
救
護
活
動
は
『
新
諺
築
地
別
良
野
に
よ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
1
期

第
2
期 応

急
救
護
事
業
(
食
料
・
薬
品
供
給
、

は
が
き
供
給
・
通
信
代
筆
・
郵
便
取
つ
ぎ
〉

テ
ン
ト

i
(上
野
公
園
博
物
館
前
・

E
比
苔
公
菌
泊
音
楽
堂
前
・
築
地
本
顕
寺
跡
・
神
田
明
治
会
館
境
)

。
児
童
保
護
事
業
(
幼
稚
園
・
小
学
校
e

夜
学
校
・
託
児
所
の
開
設
〉

。
救
療
・
衛
生
事
業
(
医
療
涯
に
よ
る
診
療
e

薬
品
巡
回
供
給
)

。
人
事
相
談
事
業

。
儲
同
易
宿
泊
事
業
(
無
料
宿
泊
所
〉

。
簡
易
食
堂
事
業

く〉

職
業
紹
介
・
職
業
補
導
事
業

。
教
化
事
業
(
講
演
・
白
躍
学
校
、
缶
道
本
発
刊
、
掲
示
伝
道
、
娯
楽
提
供
〉

<> 

弔
窓
(
尊
号
仔
与
、
葬
祭
・
永
代
経
・
読
経
、
遺
骨
預
か
ち
〉

。
慰
問
・
慰
問
品
配
給
(
朝
鮮
人
慰
問
)



本
抵
の
事
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
事
業
の
う
ち
、

た
と
え
ば
上
述
の
児
童
保
護
事
業
ヘ
充
て
ら
れ
た
資
金
の
一
部
は
、
九
捺
武
子
が
発
案
し
た
関
東
権
災
児
童

へ
の
寄
付
金
で
あ
る
。
寄
付
金
を
集
め
る
た
め
の
愛
護
袋
記
布
に
拭
、
寄
付
金
呼
び
か
け
人
と
し
て
九
捺
武
子
や
大
在
紅
子
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
寄
付
金
の
収

集
先
は
「
本
派
本
願
寺
臨
時
数
災
事
務
所
」
宛
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
九
篠
武
子
の
手
が
け
た
社
会
事
業
は
錨
人
の
事
業
で
は
な
く
本
派
の
事
業
と
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
彼
女
が
ど
の
程
度
関
わ
っ
た
か
の
判
別
は
っ
き
に
く
い
。
九
僚
武
子
が
倍
人
的
に
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
資
料
か
ら
明
白
な
の
は
、
本
願
寺
救
護
琵
か
ら

始
ま
っ
た
日
比
谷
診
療
所
(
後
の
あ
そ
か
病
註
)
、
年
末
無
料
巡
回
診
療
と
六
華
園
で
あ
る
。

あ
そ
か
病
院
は
震
災
直
後
大
正
十
二
(
一
九
三
二
〉
年
九
月
、

日
比
谷
公
冨
に
お
け
る
本
願
寺
設
護
査
の
活
動
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
上
野
公
園
と
ヨ
比
谷
公
園
に
設
け

ら
れ
た
本
願
寺
救
護
班
は
当
初
三
ヶ
月
の
予
定
で
姶
め
ら
れ
た
。
上
野
の
救
護
班
は
資
金
と
医
療
者
の
不
足
で
四
ヶ
月
で
閉
鎖
し
て
い
る
が
、

5
比
谷
診
療
所
は
、
大
正
十

三
〈
一
九
二
回
)
年
五
月
ま
で
続
い
て
い
る
。

日
比
谷
診
療
所
が
続
い
た
の
は
、
看
護
部
の
田
中
も
と
の
存
在
が
大
き
い
。

田
中
も
と
は
兵
庫
県
赤
穂
、

西
光
寺
の
熱
心
な

門
詰
徒
の
家
に
生
ま
れ
、
看
護
部
に
な
っ
た
。
結
婚
の
後
、
夫
を
亡
く
し
た
た
め
、
子
を
預
け
て
朝
鮮
、
上
海
で
看
護
部
と
し
て
鵠
い
た
。
そ
の
上
海
で
大
谷
光
瑞
に
出
会

い
、
関
東
大
震
炎
の
起
き
た
と
き
も
光
瑞
の
一
五
に
い
た
学
生
の
世
話
を
し
て
い
た
た
め
、
震
災
の
一
報
を
受
け
、
光
瑞
の
手
配
に
よ
り
、
早
々
に
東
京
へ
か
け
つ
け
た
。
自

中
も
と
は
当
時
の

E
比
谷
診
療
所
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
壊
し
て
い
る
。

大
正
十
三
年
二
月
頃
、
九
篠
武
子
夫
人
が
診
療
所
に
来
ら
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

J
中
略
J

「
私
は
武
子
武
子
と
騒
が
れ
本
願
寺
関
係
の
人
は
無
論
、
世

間
の
人
か
ら
大
事
に
さ
れ
勿
体
な
い
泣
で
す
が
、
何
一
つ
世
間
の
為
に
働
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
亘
(
に
仏
祖
に
申
し
訳
な
い
事
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

私
立
力
と
な
り
手
足
と
な
っ
て
鵠
い
て
く
れ
る
も
の
が
な
け
れ
ば
何
も
出
来
ず
、
そ
ん
な
入
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
も
し
貴
女
が
私
の
劫
手
と
な
っ
て
く
れ
る
な
ら

ば
こ
れ
か
ら
の
私
の
半
生
を
世
の
為
社
会
事
業
に
捧
、
げ
、
会
し
い
人
々
の
為
に
働
か
し
て
頂
き
ま
し
ょ
う
」
と
お
お
せ
ら
れ
た
の
で
私
も
そ
れ
で
は
一
生
御
っ
か
え
し

て
其
の
事
業
に
お
手
伝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
と
誓
っ
た
。

九
篠
武
子
は
ロ
ン
ド
ン
で
数
々
の
社
会
事
業
を
説
察
し
、
そ
の
知
識
・
関
心
は
あ
っ
た
も
の
の
、
震
災
以
前
の
設
女
に
は
そ
れ
を
実
行
す
る
力
が
な
か
っ
た
が
、

居
中
も

と
の
協
力
に
よ
り
病
院
設
立
を

E
標
に
活
動
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
研
究

一
六
七



浄
土
真
宗
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六
八

大
正
十
三
(
一
九
二
回
〉
年
三
月
か
ら
弓
比
谷
公
園
か
ら
撤
退
す
る
よ
う
市
か
ら
通
達
が
あ
り
、
本
派
と
し
て
も
資
金
不
足
か
ら
自
比
各
診
察
所
も
閉
鎖
す
る
意
向
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
無
料
診
療
だ
け
で
は
な
く
、
支
払
い
の
で
き
る
人
か
ら
一
部
実
費
で
診
察
す
る
こ
と
と
し
、

日
比
谷
診
察
所
を
築
地
本
願
寺
診
療
所
と
名
前
を
改
め
パ
ラ
ッ

ク
建
の
診
療
所
を
本
所
緑
川
に
建
て
た
。
そ
の
後
も
本
派
か
ら
の
資
金
援
助
は
年
一

O
O
O
Rと
少
な
く
、
経
営
は
国
難
だ
っ
た
た
め
、
九
僚
武
子
は
資
金
謂
達
に
奔
走
し

た
。
披
女
の
資
金
謂
達
に
つ
い
て
田
中
も
と
の
手
記
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

ま
た
或
る
時
武
子
様
が
い
い
事
を
考
え
た
よ
、
今
度
お
兄
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
書
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
そ
れ
を
売
ろ
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
台
下
を
ホ
テ
ル

へ
訪
ね
て
、

お
兄
さ
ん
喜
を
書
い
て
く
だ
さ
い
と
云
わ
れ
た
ら
、
何
す
る
ん
だ
。
そ
れ
を
女
史
に
売
ら
せ
て
診
療
所
の
費
用
に
す
る
ん
で
す
と
云
わ
れ
た
ら
、
大
鳴
一

声
パ
カ
と
云
わ
れ
、

お
前
が
田
中
に
売
り
に
歩
か
せ
る
様
な
画
は
一
枚
で
も
半
枚
で
も
室
円
か
な
い
と
云
わ
れ
た
。
す
る
と
武
子
様
は
お
元
さ
ん
は
ひ
ど
い
、
私
な
ど
病

院
建
設
の
た
め
な
ら
手
の
痛
く
な
る
ほ
ど
短
冊
や
色
紙
を
書
い
て
売
り
ま
わ
ら
せ
よ
う
と
患
っ
て
い
る
の
に
と
云
わ
れ
た
ら
、

そ
れ
は
お
前
の
勝
手
だ
、
掩
立
書
か
な

そ
れ
で
も
私
が
お
願
い
に
行
く
と
お
前
が
よ
そ
で
お
菓
子
や
ご
飯
を
頂
き
な
が
ら
無
理
な
お
願
い
を
し
た
御
礼
を
わ
し
に
さ
せ
る
の
か
「
シ
ョ
ウ

ガ
ナ
イ
ヤ
ツ
ジ
ャ
」
と
云
い
な
が
ら
も
其
の
度
毎
に
書
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。

い
と
云
わ
れ
た
が
、

(
お
)

こ
の
よ
う
に
九
銭
武
子
は
病
院
建
設
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
資
金
を
調
達
し
た
号
、
時
に
は
友
人
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。
築
地
本
願
寺
診
療
所
で
は
、

大
王
十
四
(
一
九
二
五
〉
年
よ
ワ
歳
未
無
料
診
療
を
開
始
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
九
篠
式
子
が
初
め
て
得
た
「
搭
北
の
秋
」
と
い
う
戯
曲
の
著
作
料
を
一
克
に
企
画
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
大
正
十
五
三
五
二
六
〉
年
に
は
後
女
が
「
四
季
」
と
い
う
舞
踊
の
野
本
を
書
き
、
そ
の
慈
善
興
業
の
収
益
で
診
壌
所
に
電
話
を
購
入
し
て
い
る
。

「
搭
北
の
秩
」
で
は
最
初
、

(
げ
)
い
」
と
、
診
療
所
の
医
療
活
動
に
投
資
し
て
い
た
が
、

た
ま
た
ま
文
化
人
と
し
て
の
活
動
に
よ
っ
て
得
た
収
入
を

「
は
じ
め
て
そ
う
し
た
事
で
得
ら
れ
た
お
金
を
世
の
為
に
役
立
つ
よ
う
に
箆
い
た

(
国
)

「
四
季
」
で
は
「
診
療
所
に
電
話
が
な
い
か
ら
慈
善
輿
業
を
し
て
そ
の
利
益
で
電
話
を
買
お
う
」
と
、
社
会
事
業
の

た
め
の
執
筆
活
動
へ
と
思
い
が
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
壌
の
九
捺
武
子
は
社
会
事
業
へ
注
ぐ
意
欲
が
高
く
、
彼
女
の
文
化
人
と
し
て
の
活
動
が
す
べ
て
社
会
事
業
の
た
め
の

使
わ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
読
売
新
開
に
連
載
し
て
い
た
宗
教
欄
「
無
憂
華
」
を
出
版
し
た
の
も
社
会
事
業
の
た
め
で
あ
り
、

こ
の
著
作
料
は
す
べ

て
築
地
本
願
寺
診
療
所
、

(
後
の
あ
そ
か
病
院
)
に
寄
付
す
る
よ
う
に
夫
へ
遺
言
が
あ
る
。



九
篠
武
子
が
自
ら
企
画
し
た
歳
末
無
料
診
察
に
は
、
資
金
援
助
だ
け
で
は
な
く
自
ら
慰
問
に
も
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
援
子
を
田
中
も
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
つ

て
い
る
。武

子
夫
人
は
又
索
、
さ
に
ふ
る
え
て
い
る
人
に
着
物
を
与
え
て
や
っ
た
り
、
自
ら
毛
糸
で
編
み
物
を
し
て
帽
子
或
い
は
肩
掛
け
な
ど
を
子
供
や
老
人
に
与
え
て
や
っ
た
。

j
中
略
;
其
の
時
後
藤
夫
人
が
云
う
に
こ
れ
が
京
都
や
御
法
義
繁
昌
な
田
舎
で
あ
っ
た
ら
六
条
の
お
嬢
様
(
武
子
さ
ん
)
の
御
手
あ
み
と
開
け
ば
御
仏
壇
に
一
度
は
納

め
て
喜
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
東
京
の
下
町
の
人
は
伺
と
思
っ
て
便
用
す
る
や
ら
と
云
わ
れ
話
し
合
っ
た
こ
と
で
す
。

後
葉
夫
人
の
言
葉
か
ら
、
京
都
や
御
法
義
ど
こ
ろ
と
比
べ
て
東
京
の
人
々
が
本
願
寺
の
お
嬢
様
と
し
て
の
九
篠
武
子
に
あ
ま
h

ツ
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
彼
女

自
身
は
、

い
か
な
る
場
所
に
も
、
ど
の
よ
う
な
栢
手
に
も
、
本
顕
寺
の
お
嬢
様
と
し
て
で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
貧
し
い
人
々
を
慰
問
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
c

議
末
無
料
診
療
は
読
売
新
開
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
況
判
評
で
多
く
の
患
者
が
訪
れ
た
た
め
に
、
翌
年
以
鋒
も
続
け
ら
れ
、
年
を
追
う
ご
と
に
診
察
期
間
も
延
長
し
て
い
る
。

大
正
十
四
(
一
九
二
五
〉
年
第
一
一
回
無
料
歳
末
診
療
は
、
十
二
月
二
七
日
か
ら
二
八
日
の
二
日
間
だ
っ
た
も
の
が
、
大
正
十
五
(
一
九
二
六
)
年
第
二
回
は
十
二
月
十
八

E

か
ら
二
七
日
ま
で
の
十
日
間
に
な
り
、
昭
和
二
三
九
二
七
)
年
第
三
回
は
十
二
月
十
七
ヨ
か
ら
二
八

E
ま
で
十
二

E
間
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

田
中
も
と
に
よ
る
と
、
そ

の
す
べ
て
に
一
日
も
休
ま
ず
九
探
武
子
は
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
医
境
分
野
で
の
社
会
事
業
の
他
、
九
篠
武
子
は
公
園
内
に
子
ど
も
学
校
や
幼
稚
園
を
設
置
す
る
な
ど
被
災
児
童
の
教
育
の
再
興
に
尽
く
し
た
。
た
と
え
ば
、

築
地
本
願
寺
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
彼
女
が
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
児
童
一
人
ひ
と
り
に
差
物
を
手
渡
し
て
い
る
様
子
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歳
末
無
料
診
療

を
開
姑
す
る
前
年
の
大
正
十
三
(
一
九
二
回
)
年
に
は
、
東
京
真
宗
婦
人
会
の
事
業
と
し
て
、
震
災
孤
児
や
若
年
女
子
の
生
活
施
設
三
ハ
華
麗
L

を
創
設
し
、
東
京
婦
人
会

会
長
で
あ
る
九
篠
武
子
が
園
長
に
就
任
し
て
い
る
。

震
災
以
降
、
多
く
の
社
会
事
業
を
競
け
て
き
た
九
捺
武
子
は
、
議
末
無
料
診
察
中
、
沼
内
部
、
歯
肉
炎
か
ら
始
ま
っ
た
敗
血
症
に
よ
り
志
し
半
ば
に
し
て
死
去
し
た
c

設
女

が
高
熱
を
だ
し
て
も
な
お
歳
末
話
料
診
療
に
出
て
い
た
様
子
を
田
中
も
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

持
土
莫
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
誘
究

一
六
九



浄
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
研
究

一七

O

歳
末
診
療
中
は
三
十
八
度
位
怠
っ
て
も
、
午
後
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
御
出
ま
し
に
な
る
の
で
お
休
み
下
さ
い
と
幾
度
か
中
上
げ
た
が
、
先
生
も
御
忙
し
い
中
を
繰
合
わ

せ
て
御
出
ま
し
い
た
だ
く
の
だ
か
ら
、
私
も
こ
れ
位
の
熱
で
家
に
じ
っ
と
し
て
は
お
ら
れ
な
い
、
も
っ
と
も
っ
と
高
い
熱
や
い
た
み
で
苦
し
み
な
が
ら
、
食
べ
る
こ
と

も
出
来
な
い
人
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
の
体
の
続
く
限
り
出
ま
す
と
、
と
う
と
う
暮
れ
の
三
十
自
ま
で
の
歳
末
診
療
に
は
一
日
の
お
休
み
も
な
く
出
て
、

(
包
)

心
づ
か
い
を
く
だ
さ
っ
た
。

な
に
く
れ
と

九
捺
武
子
の
社
会
事
業
へ
の
熱
意
は
自
ら
の
生
命
を
奪
う
結
果
と
な
っ
た
が
、

そ
の
意
ま
は
義
姉
大
谷
妊
子
、
医
師
大
角
真
八
、
看
護
部
居
中
も
と
に
引
き
継
が
れ
、
あ

そ
か
病
院
設
立
へ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
九
篠
武
子
亡
き
後
、
義
姉
大
谷
託
子
を
会
長
と
し
て
、
昭
和
五
(
一
九
三

O
〉
年
社
会
事
業
財
団
法
人
あ
そ
か
会
が
設
立
さ
れ
、

自
比
谷
診
療
所
か
ら
始
ま
っ
た
築
地
本
願
寺
診
療
所
は
あ
そ
か
病
院
と
し
て
竣
工
さ
れ
た
。

「
あ
そ
か
」
と
い
う
名
は
、
九
篠
武
子
の
短
歌
の
師
で
為
る
佐
佐
木
信
網
が
彼

女
の
歌
集
立

そ
の
後
社
会
福
祉
法
人
と
な
り
、
近
代

的
リ
ハ
ビ
リ
テ

i
シ
ョ
ン
の
設
備
を
も
っ
総
合
病
箆
(
二
八
八
床
)
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、
昭
和
五
四
(
一
九
七
九
)
年
六
月
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
あ
そ
か
璽
な
ど

を
許
設
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。九

篠
武
子
の
信
抑
と
社
会
事
業

九
篠
武
子
は
な
ぜ
社
会
事
業
へ
の
関
心
を
も
ち
、

い
の
ち
が
け
で
活
動
し
た
の
か
、
そ
の
動
機
や
背
景
、
彼
女
の
思
想
を
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
九
棟
武
子
が
社
会
事
業
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
短
歌
と
同
様
に
父
現
知
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
如
は
明
治
に
な
り
条
約
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
が
司
本
に
も
進
出
す
る
こ
と
に
危
機
惑
を
抱
い
て
い
た
。
さ
ら
に
キ

F
ス
ト
教
が
伝
道
の
た
め
に
慈
善
事
業
を
す
る
と
考
え
、

そ
れ
に
触
発

さ
れ
本
一
派
に
お
い
て
も
慈
善
事
業
を
讃
極
的
に
奨
揚
す
る
た
め
、
大
ヨ
本
慈
善
財
団
を
設
立
し
た
。
そ
の
親
誌
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
侍
に
あ
た
っ
て
わ
れ
真
宗
の
行
者
た
る
も
の
は
い
よ
い
よ
二
請
の
教
旨
を
奉
行
し
て
後
生
出
離
の
一
大
事
は
弥
陀
如
来
の
願
力
に
投
託
し
、

つ
ね
に
称
名
も
ろ
と

も
大
悲
の
ご
恩
を
喜
ぶ
と
司
時
に
人
間
当
行
の
道
を
行
き
、
社
会
一
般
の
公
務
に
服
す
る
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
す
ん
で
和
衷
同
心
力
を
公
共
の
事
業
に
つ
く
し
、



昌
利
民
福
を
増
進
し
、
も
っ
と
皇
運
を
扶
翼
し
た
て
ま
つ
る
が
真
宗
行
者
の
本
文
で
あ
る
。
;
中
略
J
一
克
来
仏
教
誌
経
文
の
上
に
も
仏
心
者
大
慈
悲
と
説
か
せ
ら
れ
て

大
慈
悲
心
を
も
っ
て
世
の
無
告
の
衆
生
を
救
い
、
世
出
世
と
も
に
利
益
を
得
し
む
る
が
仏
教
の
本
旨
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
聖
徳
太
子
の
仏
法
を
弘
通
し
た
ま
え
る
に

も
敬
匝
悲
団
施
薬
療
病
の
四
院
を
設
け
さ
せ
ら
れ
て
、
も
つ
ば
ら
慈
善
の
事
業
を
勤
め
た
ま
え

9
0
ー
中
略

i
い
わ
ん
や
本
宗
の
ご
と
き
は
最
下
部
賎
の
機
を
所
封
と

し
て
能
力
の
悲
願
を
ひ
ろ
め
た
ま
え
る
宗
言
な
れ
ば
僧
俗
を
論
さ
ず
常
に
称
名
も
ろ
と
も
に
社
会
下
層
の
窮
苦
を
救
い
慈
仁
を
躍
す
こ
と
を
忘
れ
て
は
椙
済
ま
ざ
る
儀

な
り
。

明
如
が
大
E
本
慈
善
財
団
を
設
立
し
た
契
機
に
な
っ
た
の
誌
、
対
外
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
進
出
へ
の
危
機
惑
が
あ
っ
た
が
、
対
的
的
に
は
二
諸
の
教
旨
、

つ
ま
り
J

真
俗

二
語
論
と
慈
悲
の
患
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
九
篠
武
子
は
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
キ
ワ
ス
ト
教
の
慈
善
事
業
を
見
学
し

て
お
り
、

キ
ヨ
ス
ト
教
の
動
向
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
点
か
ら
慈
善
活
動
へ
の
対
外
的
理
由
と
し
て
現
知
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
対
内
的
な
理
由
、
真
一
宗
教
義
よ
る
社
会

事
業
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
九
篠
武
子
は
大
正
十
三
(
一
九
二
四
〉
年
東
京
真
宗
婦
人
会
に
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
法
話
を
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
進
ん
で
は
社
会
事
業
に
も
尽
力
し
て
こ
の
法
悦
を
十
方
衆
生
に
推
し
進
め
ね
ば
九
は
ち
ま
せ
ぬ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
捻
特
に
皆
禄
の
一
設
の
御
研
究
御
努
力
を

お
願
ひ
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
昌
行
化
他
、
昌
信
教
入
信
は
恒
に
教
へ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
島
り
ま
す
故
、
信
併
と
社
会
事
業
は
真
俗
二
諦
に
あ
た
っ
ま
す
。

九
篠
武
子
に
と
っ
て
社
会
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
、
信
心
を
得
、
教
え
に
出
遇
っ
た
悦
び
を
能
に
缶
え
ひ
ろ
め
る
こ
と
で
あ
る
た
め
に
仏
教
婦
人
会
の
会
員
に
社
会
事
業

に
尽
力
す
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
自
ら
信
じ
自
ら
行
じ
て
、
位
を
教
化
す
る
こ
と
が
、
社
会
事
業
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
怠
る
。

さ
ら
に
仏
教
婦
人
会
が
社
会
事
業
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
九
捺
武
子
は
「
仏
教
婦
人
会
の
使
命
」
と
題
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
講
演
し
て
い
る
。

仏
教
婦
人
会
は
社
会
の
他
の
諸
謹
の
団
体
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
ま
す
。

一
つ
に
は
精
神
的
に
社
会
に
奉
仕
し
、

一
つ
に
は
自
分
自
身
を
深
め
る
、
こ
の
二
つ
を
基
礎

浄
土
真
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
評
究
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(
お
)

の
上
に
結
ぼ
れ
る
一
所
に
仏
教
婦
人
会
の
使
命
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
婚
後
も
仏
教
婦
人
会
本
部
長
と
し
て
活
動
し
、

そ
の
人
生
を
か
け
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
仏
教
婦
人
会
の
使
命
は
、
九
篠
武
子
の
使
命
そ
の
も
の
で
あ
る
。
彼

女
の
使
命
は
社
会
へ
の
奉
在
と
自
分
自
身
を
深
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
分
自
身
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
読
売
新
聞
宗
教
模
の
連
載
に
九
候
武
子
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

理
想
を
も
た
ぬ
も
の
は
、
生
命
を
忘
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
の
自
覚
が
深
め
ら
れ
て
、

理
想
が
高
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
理
恕
な
く
し
て
生
き
得
な
い
わ
れ
ら
は
、

い
よ
い
よ
内
省
に
燃
え
て

い
よ
い
よ
理
想
に
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
理
想
の
究
橿
は
仏
で
あ
る
。
仏
は
つ
ね
に
慈
愛
の
光
を
放
っ
て
、

一
切
群
生
を
照
護

す
る
こ
と
は
、
何
人
も
知
っ
て
ゐ
る
。
市
も
仏
教
済
の
願
力
を
、
自
ら
の
生
活
の
上
に
体
験
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
ら
、
仏
は
永
遠
に
自
分
と
か
け
離
れ
た
存
在
で

(
お
)

あ
ら
う
。

九
篠
武
子
の
究
極
の
理
想
、
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
見
つ
め
れ
ば
克
つ
め
る
ほ
ど
、
自
身
が
陪
弥
陀
仏
と
は
程
遠
い
こ
と
が
知
ら
さ
れ
、
自
身
を
内
省
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
同

弥
陀
仏
と
い
う
理
想
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
親
驚
の
二
種
、
深
信
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
親
驚
は
「
教
行
証
文
類
」

「
信
巻
」
に
お
い
て
善

導
大
部
「
散
善
義
」
を
以
下
の
よ
う
に
引
文
し
て
い
る
。

二
者
深
心
。
深
心
と
い
ふ
は
、
す
主
は
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
。

ま
た
二
種
あ
れ
ソ
。

一
つ
に
は
、
決
定
し
て
深
く
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
嘆
劫
よ
り

こ
の
か
た
つ
ね
に
没
し
、

つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信
ず
。
二
つ
に
は
、
決
定
し
て
深
く
、

さ
だ
め
て
往
生
を
得
と
信
ず
。

か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
衆
生
を
摂
受
し
て
、

疑
な
く
慮
り
な
く
か
の
額
方
に
乗
じ
て
、

深
信
と
は
、

一
つ
に
自
己
は
罪
悪
深
重
の
凡
夫
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
輪
廼
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
迷
い
か
ら
離
れ
る
縁
は
自
ら
に
は
な
い
と
深
く
信
じ
る
と



い
う
こ
と
で
あ
る
c

も
う
一
つ
に
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
、

た
と
え
ば
第
十
八
願
に
「
も
し
生
ぜ
ず
は
、

正
覚
を
取
ら
じ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
は
衆
生
を
必
ず

救
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
信
じ
る
の
で
あ
る
。
弥
詑
の
救
い
を
一
信
じ
、
弥
陀
の
光
に
黒
A

り
さ
れ
て
自
己
が
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
昌
己
と
は
九
篠
武
子
に

と
っ
て
、
現
に
生
き
、
毎
ヨ
生
活
す
る
自
己
な
の
で
あ
る
。

「
仏
陀
救
済
の
願
力
を
如
実
に
体
験
す
る
」
と
い
う
生
活
は
、
彼
女
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
生
活
で
あ
っ
た
の

ち、

『
無
憂
華
』
の
中
に
「
慈
善
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

何
人
も
衣
食
住
に
支
配
さ
れ
た
生
存
で
あ
り
、

自
ら
の
思
想
と
一
致
し
た
、
あ
こ
が
れ
の
あ
る
生
活
は
容
易
に
得
が
た
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
生
活
す
る
こ
と
は
、

こ
の
世
に
在
っ
て
は
義
右
の
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
世
の
多
く
の
慈
善
を
昌
的
と
す
る
社
会
事
業
も
ま
た
、
単
に
衣
食
住
に
対
す
る
扶
助
で
為
る
な
ら
ば
、

そ
れ

は
貧
窮
者
を
し
て
、
永
く
ま
ず
し
き
位
置
に
臼
足
せ
し
め
る
結
果
と
な
ろ
う
。

ま
こ
と
の
救
済
は
、

た
だ
生
活
の
意
義
を
克
出
さ
し
む
る
に
あ
る
。

し
こ
う
し
て
自
ら

こ
れ
を
育
み
、
向
上
せ
し
め
る
の
は
、
如
実
な
る
信
鮮
の
体
験
を
措
い
て
何
も
の
も
な
い
。
こ
の
ゆ
え
に
、
教
化
の
伴
わ
な
い
社
会
事
業
が
、

(
話
)

に
多
く
族
生
し
て
も
、
こ
の
地
上
の
生
活
誌
、
所
詮
満
ち
足
ら
え
る
と
き
が
な
い
で
あ
ら
う
。

の
生
活
を
省
み
、

し、
iJミ

食
事
を
し
て
寝
起
き
を
す
る
と
い
う
具
体
的
な
生
活
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
救
済
を
如
実
に
体
験
す
る
こ
と
が
九
篠
武
子
に
と
っ
て
理
想
の
仏
に
向
か
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
阿
弥
陀
仏
に
礼
拝
す
る
よ
う
な
宗
教
的
な
特
別
な
時
間
に
阿
弥
陀
仏
の
売
に
通
う
の
で
は
な
く
、
九
候
武
子
は
仏
の
救
い
を
人
間
と
し
て
生
き
る
基
本
的
具
体
的
な
生

活
の
な
か
で
惑
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
九
篠
武
子
は
信
抑
に
よ
っ
て
生
活
の
意
義
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
真
の
救
済
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
、

そ
の
実
践
は
物
的
救
済
の
み

な
ら
ず
精
神
的
教
化
を
同
時
に
め
ざ
し
て
い
た
。

本
願
寺
に
生
ま
れ
、
後
に
男
爵
夫
人
と
な
っ
た
九
篠
武
子
が
衣
食
住
に
お
い
て
困
難
を
感
じ
、
自
ら
も
人
間
と
し
て
衣
食
住
に
支
配
さ
れ
た
生
存
で
あ
り
、
生
活
す
る
も

の
で
為
る
こ
と
を
自
覚
し
た
の
は
、

い
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
そ
の
時
と
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
彼
女
自
身
が
被
災
し
た
と
き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
が
窺
え
る
も
の
と
し
て
、
被
災
後
に
披
女
が
友
人
に
宛
て
た
手
紙
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

封
一
居
物
は
お
か
げ
誌
で
、

ど
う
か
か
う
か
妊
子
り
を
借
差
し
て
を
り
ま
す
。
飢
じ
ゅ
ば
ん
か
ら
、
手
拭
一
筋
ま
で
、
自
分
の
物
は
な
ん
に
も
な
い
の
で
御
座
い
ま
す
も
の
。
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そ
の
日
そ
の
時
ま
で
、

だ
れ
一
入
、
こ
ん
な
憂
き
呂
を
想
像
い
た
し
ま
せ
う
。

ほ
ん
と
に
一
寸
先
は
わ
か
ら
ぬ
も
の
と
、

つ
く
づ
く
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ー
中
略

J
此
頃
は
玄
米
で
は
な
く
、
白
米
も
い
た
だ
け
、
と
き
ど
き
生
魚
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

ま
だ
な
か
な
か
住
む
に
家
の
な
い
人
達

が
、
町
を
、

ど
こ
か
ら
ど
こ
か
に
行
き
ま
す
の
か
、
あ
日
以
れ
な
姿
を
し
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
歩
い
て
を
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
ま
す
と
、
自
分
達
の
し
あ
は
せ
が
、
ど
の
様
に

結
構
な
も
の
か
、

よ
ろ
こ
ば
し
て
も
ら
へ
ま
す
。

J
中
略
;
か
の
一
日
の
、

一
大
天
災
と
同
様
に
、
建
生
し
た
私
は
、
う
ま
れ
た
ま
ま
の
裸
同
援
に
な
っ
て
し
ま
ひ
ま

し
た
。
も
う
こ
れ
か
ら
誌
、

(
却
)

て
を
り
ま
す
。

心
を
入
れ
か
へ
て
、
十
分
に
質
素
に
し
て
着
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
今
度
の
こ
と
は
、
自
分
に
良
い
教
訓
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
思
う

本
願
寺
の
お
譲
誌
と
し
て
生
ま
れ
結
婚
後
も
男
爵
夫
人
で
あ
っ
た
九
篠
武
子
の
生
活
は
、
震
災
後
も
住
む
家
の
な
い
震
員
と
異
な
り
早
い
う
ち
か
ら
白
米
や
生
魚
を
食
す

る
こ
と
が
で
き
、
裕
福
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
G

そ
し
て
、
彼
女
は
自
分
の
生
活
が
搭
福
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
昌
覚
し
、
衣
食
住
に
困
っ
て
い
る
哀
れ
な
貧
し

き
者
の
存
在
を
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

九
族
武
子
が
こ
の
よ
う
な
貧
し
き
者
の
生
活
を
知
っ
た
の
は
、
震
災
以
前
、
大
正
十
一

(
一
九
二
二
〉
年
十
一
月
に
一
二
河
島
へ
愚
問
を
し
た
と
き
で
あ
る
c

そ
の
と
き
の

議
子
を
友
人
ζ

宛
て
た
手
紙
で
彼
女
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

頭
が
変
に
な
り
ま
し
た
の
は
、

こ
の
間
鶴
間
き
遊
ば
し
ま
し
て
、
あ
の
結
民
窟
に
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
と
て
も
私
の
思
ひ
も
つ
か
ぬ
敗
残
の
人
達
で
し
た
。
貧
ゆ
え
に
、

そ
の
人
達
は
、

ひ
が
み
き
っ
て
を
り
ま
す
。
?
中
略

i
す
さ
み
き
っ
た
そ
の
人
達
を
見
ま
す
と
も
う
胸
が
一
ば
い
な
っ
て
来
ま
し
た
。

で
も
こ
は
い
と
は
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
j
中
略

1
貧
富
と
い
ふ
も
の
が
、
到
底
の
が
れ
ら
れ
ぬ
も
の
な
ら
ば
、

せ
め
て
魂
の
上
だ
け
で
も
、
永
遠
に
つ
づ
く
あ
る
も
の
の
力
、
そ
れ
が
神
の
教
と
説

か
れ
て
も
、
仏
の
慈
悲
と
説
か
れ
で
も
、

(
却
)

に
尊
と
い
手
自
で
御
座
い
ま
し
た
か
。

さ
う
し
た
も
の
に
す
が
る
よ
り
、
平
等
の
慰
安
救
済
の
道
は
あ
る
筈
が
無
い
の
で
御
産
い
ま
す
ね
。

ほ
ん
た
う
に
、
ど
ん
な

こ
の
慰
問
で
九
篠
武
子
は
弘
教
婦
人
会
本
部
長
の
立
場
か
ら
貧
し
い
人
々
に
手
拭
い
や
お
菓
子
を
記
り
な
が
ら
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
そ
り
貧
し
さ
に
驚
湾
し
、
社



会
に
お
け
る
貧
し
い
も
の
の
在
り
ょ
う
を
悲
し
ん
で
い
る
議
子
が
わ
か
る
。
披
女
に
と
っ
て
、
こ
の
巨
の
捧
験
が
椅
く
嫌
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
貧
し
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
半
E
を
す
ば
ら
し
く
尊
い

E
と
位
量
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
富
め
る
自
分
と
貧
し
き
者
に
自
分
が
想
像
し
て
い
た
以
上
の
社
会
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
の

事
実
を
認
識
し
、
貧
し
き
者
の
た
め
の
「
平
等
慰
安
救
済
の
道
」
の
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

佐
佐
木
信
網
や
寵
谷
員
智
子
辻
、
こ
の
慰
問
を
九
篠
武
子
の
社
会
事
業
の
始
ま
り
と
し
て
い
る
。

た
し
か
に
こ
の
愚
問
は
彼
女
わ
想
復
や
常
識
を
覆
す
尊
い
出
来
事
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
貧
富
は
の
が
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
貧
し
き
者
は
仏
の
慈
悲
に
す
が
る
し
か
な
い
と
の
言
葉
か
ら
、
物
質
的
解
決
は
で
き
な
い
か
ら
精
神
的

慰
安
を
と
、
そ
の
両
方
の
解
決
を
め
ざ
し
て
い
な
い
。
こ
の
時
点
で
九
篠
武
子
の
貧
し
い
者
へ
の
関
心
は
、
視
察
と
い
う
知
識
的
レ
ベ
ル
か
ら
現
実
と
し
て
認
識
で
き
る
ま

で
発
展
し
た
が
、

ま
だ
彼
女
が
い
の
ち
が
け
で
慈
善
事
業
を
行
う
ほ
ど
で
は
な
い
。

貧
し
き
者
と
違
い
、
衣
食
住
に
事
欠
く
こ
と
の
な
か
っ
た
九
篠
武
子
が
、
住
む
と
こ
ろ
も
な
く
着
物
も
措
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
貧
し
さ
を
大
震
災
に
よ
っ
て
味

わ
っ
た
こ
と
は
、
自
分
も
一
被
災
者
と
し
て
貧
し
い
人
と
平
等
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
大
き
な
棒
験
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
九
篠
武
子
は
『
無
憂
華
』
の
中
で
「
臨
終
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
震
災
の
体
験
を
語
っ
て
い
る
。

四
面
、
炎
に
つ
つ
ま
れ
た
な
か
に
、

わ
ず
か
に
生
を
と
ど
め
て
い
る
人
た
ち
、

i
そ
こ
に
は
尊
き
も
卑
し
き
も
学
問
あ
る
者
も
な
き
者
も
、
老
い
た
る
も
若
き
も
、
凡

そ
註
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
階
級
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
た
ち
が
い
た
。

し
か
し
刻
々
に
迫
る
諺
ま
し
き
運
命
に
臨
ん
で
、

心
か
ら
念
じ
ら
れ
る
も
の
は
、

み
な
一
様
で

あ
っ
た
。
久
遠
の
生
命
へ
l

。
そ
れ
は
、

差
別
は
な
い
。

一
切
の
仮
象
か
ら
放
た
れ
た
者
の
、
最
後
の
願
い
で
あ
っ
た
。
人
生
最
後
の
念
願
に
お
い
て
は
、
嚢
賎
貧
富
、
老
若
男
女
の

九
篠
武
子
は
震
炎
の
火
の
中
、
由
民
分
も
貧
し
い
人
、
卑
し
い
入
、
若
者
、
老
人
と
変
わ
り
な
く
炎
に
包
ま
れ
死
に
向
か
う
生
命
と
し
て
平
等
で
あ
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て

体
験
し
た
の
で
あ
る
。
前
章
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
彼
女
は
炎
に
追
わ
れ
る
中
、
歎
異
抄
の
言
葉
を
胞
に
刻
ん
で
い
た
。
そ
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
平
等
で
み
な
が
白

分
と
同
じ
く
人
生
の
最
後
に
お
い
て
久
遠
の
生
命
を
念
願
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
老
若
男
女
、
貴
賎
貧
富
の
差
な
く
生
命
が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
被
災
し
た
貧
し
き
者
の
こ
と
が
他
人
ご
と
と
思
え
な
い
よ
う
に
な
り
、
慈
善
事
業
に
熱
心
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
九
篠
武
子
は

浄
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貧
し
き
者
へ
の
患
い
を
親
し
い
友
人
へ
宛
て
た
手
紙
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

破
れ
た
畳
の
上
で
苦
し
ん
で
い
る
気
の
毒
な
人
の
為
に
、

患
ひ
ま
す
。

一
は
ん
の
幾
分
で
も
、

な
に
か
し
て
あ
、
げ
ら
れ
た
ら
ば
、

そ
れ
は
私
自
身
が
め
ぐ
ま
れ
る
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
と

他
者
に
何
か
を
し
て
あ
、
げ
る
こ
と
が
九
捺
武
子
に
と
っ
て
、
自
分
が
恵
ま
れ
る
喜
び
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
に
み
た
二
諦
の
論
理
で
あ
る
と
こ
ろ

の
俗
語
と
し
て
、
社
会
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
念
仏
者
の
責
務
だ
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
い
。
破
れ
た
畳
の
上
で
苦
し
ん
で
い
る
抱
者
に
共
感
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ

の
人
の
喜
び
が
自
分
の
喜
び
と
な
る
の
で
あ
る
。
読
売
新
聞
宗
教
調
の
連
載
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
九
篠
武
子
の
エ
ッ
セ
イ
が
あ
る
。

苦
は
河
人
も
共
に
し
易
い
。
そ
れ
は
鋲
拓
、
羨
望
が
必
要
な
い
か
ら
で
あ
る
。
苦
を
共
に
し
て
も
楽
を
共
に
し
得
な
い
と
こ
ろ
に
、
人
間
生
活
の
悲
し
い
我
見
自
利
り

意
識
が
動
い
て
ゐ
る
。
現
弐
法
苦
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
強
い
て
も
、
楽
し
み
を
と
も
に
味
わ
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
共
苦
共
楽
の
内
容
の
ゆ
た
か
な
生
活
は
、

(
担
)

だ
自
蒋
利
他
に
ヨ
覚
め
た
、
祖
聖
の
『
御
民
間
服
』
に
於
て
、
始
め
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

?こ

九
擦
武
子
は
苦
し
み
を
共
に
す
る
、
苦
し
み
に
共
感
し
て
何
か
を
し
て
あ
、
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
誌
な
く
、
飽
者
と
共
に
喜
び
共
に
楽
し
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
苦

を
共
に
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
九
篠
武
子
の
慈
善
事
業
は
搭
福
な
捜
女
が
貧
し
き
者
へ
施
し
を
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
上
か
ら
下
へ
施
し
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
上
に
あ
る
と
思
え
ば
こ
そ
、
平
等
の
上
に
に
他
者
と
共
に
苦
し
み
、
共
に
楽
し
む
と
い
う
共
苦
共
楽
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
九
篠
武
子
は
、

ま

ず
自
ら
自
利
利
他
に
目
覚
め
、
阿
弥
陀
仏
の
救
い
に
悦
び
を
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
法
悦
に
つ
い
て
九
篠
武
子
は
読
売
新
聞
宗
教
欄
の
連
載
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。

入
と
し
て
生
ま
れ
た
上
は
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
人
も
与
え
ら
れ
た
使
命
に
向
か
っ
て
、
努
力
し
精
進
す
る
こ
と
辻
尊
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
自
ら



の
営
み
を
も
た
ぬ
い
は
ゆ
る
援
衣
飽
食
わ
誌
は
、

一
羽
の
小
鳥
に
対
し
て
も
涜
ぢ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
程
々
の
楊
き
が
、
互
い
に
一
致
し
得
な
い
欲
望
か
ら

欲
望
へ
の
奪
い
合
ひ
に
堕
す
る
と
こ
ろ
に
、
浅
ま
し
き
差
別
が
生
じ
て
く
る
。

し
か
も
と
の
差
別
の
悲
哀
は
、
自
ら
わ
営
み
を
宗
教
的
信
念
に
引
き
上
、
げ
て
、
働
き
の

法
悦
を
体
験
す
る
こ
と
を
し
な
い
か
ら
起
こ
る
。

わ
れ
ら
は
常
に
浄
化
の
世
界
に
ふ
れ
て
、
自
ら
の
生
命
を
健
や
か
に
高
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吉
ら
の
生
命

を
そ
こ
に
自
覚
す
る
と
き
は
、
人
生
は
働
く
べ
く
余
儀
な
く
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
働
か
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
人
生
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
島
ら
う
。

九
篠
武
子
の
働
き
、
復
女
り
与
え
ら
れ
た
使
命
は
本
願
寺
に
生
ま
れ
、
詰
却
を
深
め
る
と
同
時
に
河
弥
陀
仏
へ
の
報
謝
の
た
め
に
強
者
に
尽
く
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
抱
者

と
共
に
苦
し
み
、
共
に
楽
し
む
中
で
、
組
者
へ
尽
く
す
こ
と
が
宗
教
的
信
念
と
な
り
、
自
分
の
宗
教
的
生
命
を
高
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
九
篠
武
子
は
「
無
憂
華
」
(
話
)

そ
れ
自
身
、
法
慌
の
営
み
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
」

を
出
版
す
る
に
当
た
り
、
こ
の
文
章
の
最
後
に
「
こ
の
ゆ
え
に
愉
快
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
人
は
、

と
付
け
加
え
て
い
る
。
彼
女
が
使
命
だ
と
思
っ
て
働
い
て
い
た
社
会
事
業
が
だ
ん
だ
ん
と
檎
快
に
な
り
、
法
悦
の
営
み
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
に
い
た
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
自
身
の
揚
き
が
自
ら
の
よ
ろ
こ
び
と
な
っ
た
と
き
、
九
篠
武
子
は
法
況
の
J

営
み
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
謝
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
ろ
こ
ん
で
働
く

九
族
武
子
の
姿
は
多
く
の
人
に
影
響
を
与
え
た
。
九
捺
武
子
が
歳
末
無
料
診
療
の
支
援
者
と
思
わ
れ
る
夫
人
へ
宛
て
た
手
紙
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
c

市
役
所
の
方
で
も
大
層
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
て
、
毎
司
三
名
ず
つ
受
付
を
出
張
し
て
も
ら
っ
て
居
り
ま
す
。
何
の
縁
故
も
な
い
町
の
人
達
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
し

(
釘
)

た
り
、
自
然
に
か
う
し
て
坊
山
り
ら
れ
て
動
け
る
こ
と
も
、
全
く
大
き
な
恵
の
力
の
お
か
げ
と
、
法
悦
し
な
け
れ
ば
勿
体
な
い
と
思
う
て
を
り
ま
す
c

歳
末
無
料
診
療
は
九
篠
武
子
の
予
想
を
超
え
、
多
く
の
地
域
の
人
が
援
助
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
九
篠
武
子
が
自
身
の
体
の
不
調
を
押
し
て
ま
で
歳
末
無
料
診
療
に

出
か
け
て
い
っ
た
の
は
、

そ
の
大
き
な
恵
み
に
会
い
、
法
悦
を
得
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
当
然
、
貧
し
い
家
々
へ
の
訪
問
は
決
し
て
悦
び
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た

ょ
う
で
、
九
捺
武
子
は
佐
佐
木
信
網
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
撮
ら
し
て
い
る
。

み
仏
の
た
め
に
又
苦
し
ん
で
を
ら
れ
る
人
々
の
為
に
、
始
終
喜
ん
で
い
っ
て
を
り
ま
す
が
、

た
だ
一
つ
国
り
ま
す
こ
と
は
、
千
軒
長
屋
の
近
辺
は
ど
こ
に
も
よ
く
干
物

浄
土
宴
宗
に
お
け
る
社
会
活
動
の
基
礎
的
研
究

一
七
七



捧
土
真
宗
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け
る
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の
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礎
的
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一
七
八

竿
が
か
け
で
あ
っ
て
、

れ
だ
け
tヱ
イ〉

ら
L、
と
E 
Jヒρ

し、こ

まれ
し，..._vこ
たきお
。 f彊
襟
t/， 
2うミ
iJ￥ 
ザコ

て
君
る

の
下
を
港
っ
て
行
く
時

ま
だ
乾
か
な
い
お
強
権
か
ら
落
ち
る
雫
が
、
吉
分
の
禁
の
中
に
は
い
る
。
こ

お
し
め
か
ら
滴
る
雫
が
禁
の
中
に
入
る
と
い
う
体
験
は
、
頭
で
平
等
だ
と
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
食
し
い
人
の
そ
の
貧
し
さ
を
身
に
体
感
す
る
出
来
事
で
あ
る
。
当

然
そ
れ
は
裕
福
で
清
潔
な
生
活
が
身
に
染
み
つ
い
て
い
る
九
篠
武
子
に
と
っ
て
嫌
悪
感
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
女
に
苦
し
み
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
慈
善

事
業
に
つ
い
て
、

田
中
も
と
は
三
選
院
や
十
日
の
診
療
で
何
の
効
果
が
あ
る
も
の
か
、
あ
れ
は
売
名
行
為
だ
と
云
っ
て
罵
る
人
さ
え
当
時
は

(
お
)

あ
っ
た
二
と
語
り
、
生
住
木
信
網
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
報
道
が
あ
る
。

社
会
事
業
に
お
出
で
に
な
る
に
つ
い
て
、

「
売
名
で
は
な
い
か
」
と
東
京
の
新
開
の
中
に
は
疑
惑
の
援
を
も
っ
て
婦
人
を
見
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
ワ
ま
す
。
男
爵

が
お
帰
h

ソ
に
な
っ
た
当
時
に
も
、
新
聞
に
よ
っ
て
は
「
ご
家
庭
は
円
溝
で
は
あ
る
ま
い
。

信
か
そ
こ
に
あ
る
に
違
い
な
い
。
」
と
い
ふ
の
で
、

築
地
に
日
を
つ
け
て
居

る。

J
中
略
、
/
、
そ
れ
で
社
会
事
業
に
お
出
で
に
な
る
と
、

(
必
)

し
も
頓
着
さ
れ
な
か
っ
た
c

「
売
名
の
仕
事
で
は
な
い
か
」
と
い
ふ
沙
汰
も
あ
り
ま
し
た
が
、
静
し
夫
人
は
、

そ
れ
等
の
設
誉
褒
毘
に
少

大
正
三
大
美
人
と
謡
わ
れ
た
人
気
握
れ
ソ
か
ら
か
、
九
篠
武
子
は
堂
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
囲
ま
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
報
道
は
必
ず
し
も
彼
女
の
思
い
を
伝
え
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
世
間
の
評
判
に
つ
い
て
読
売
新
聞
宗
教
模
の
連
載
に
九
篠
武
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

何
人
に
も
異
な
っ
た
使
命
が
与
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
行
動
も
ま
た
異
な
っ
て
く
る
。
倍
々
の
生
命
は
そ
の
異
な
っ
た
と
こ
ろ
に
宿
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
決
し
て
他
と
妥
協
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
の
行
為
に
対
す
る
不
用
意
な
廟
罵
や
、
徒
ら
な
る
讃
辞
は
、
個
よ
り
常
を
失
す
る
場
合

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
危
検
な
る
推
定
は
、
す
べ
て
昌
己
の
立
場
か
ら
、
組
の
異
な
っ
た
境
地
を
な
が
め
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
独
自
の
生
命
を
胃
潰
す
る
の
甚
だ
し
き
も

の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
乍
ら
酉
く
自
ら
の
生
命
を
握
っ
て
ゐ
る
者
誌
、
も
ち
ろ
ん
世
の
致
誉
褒
毘
に
動
か
さ
れ
る
筈
は
な
い
。
若
し
世
一
評
に
よ
っ
て
、



(

日

制

)

自
ら
の
復
命
を
ま
げ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
更
に
大
い
な
る
自
己
胃
潰
で
あ
る
c

世
間
か
ら
の
批
評
に
よ
っ
て
自
ら
の
使
命
を
ま
げ
る
こ
と
は
、
九
篠
武
子
に
と
っ
て
邑
分
の
生
命
を
冒
漬
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
九
銭
武
子
に
と
っ
て

て
い
る
。

慈
善
事
業
は
、
彼
女
の
生
命
と
も
言
え
る
信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
九
篠
武
子
は
「
信
仰
は
力
な
れ
ソ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
安
芸
婦
人
会
に
て
講
演
し

め
て
仏
の
道
と
一
致
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、

自
己
を
知
る
こ
と
は
仏
を
知
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
己
の
悲
し
き
心
を
知
っ
た
と
き
に
、
弘
の
尊
き
心
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。か

く
て
信
仰
は
生

か
く
し
て
始

そ
こ
に
は
芝
洋
た
る
法
慌
の
流
れ
の
も
と
に
、
希
望
に
か
が
や
く
俵
の
岸
が
見
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
の
力
と
な
り
、
歩
一
歩
よ
り
善
き
生
活
へ
と
力
強
き
歩
み
を
つ
づ
け
て
ゆ
く
で
せ
う
c

こ
れ
を
信
仰
の
生
活
と
言
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
ド

九
篠
武
子
の
信
仰
は
ゆ
る
ぎ
な
く
、
彼
女
に
力
を
与
え
、
本
願
寺
の
お
嬢
様
と
尊
ぶ
者
が
な
く
て
も
、
ど
ん
な
中
傷
が
あ
っ
て
も
、
コ
一
八
度
の
熱
が
あ
っ
て
も
、
慈
善
事

仏
を
知
る
悦
び
の
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
九
篠
武
子
の
信
仰
の
生
活
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

業
へ
の
熱
い
思
い
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
九
篠
武
子
は
一
病
院
建
設
を
晃
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
が
、
貧
し
い
人
と
共
に
あ
っ
た
毎
E
は
自
己
を
知
り
、

註
(

1

)
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『
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集
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無
憂
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八
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憂
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篠
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築
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五
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二
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史
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田
中
も
と
『
患
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
病
院
一
九
五
五

百
中
も
と
『
患
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
病
院
一
元
五
五

田
中
も
と
『
思
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
爵
院
一
九
五
五

佐
々
木
信
織
「
九
篠
武
子
夫
人
書
簡
集
』
一
四
八
頁
実
業
之
日
本
社

田
中
も
と
『
思
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
病
院
一
九
五
五

田
中
も
と
『
思
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
病
長
一
九
五
五

田
中
も
と
『
患
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
病
院
一
九
五
五

臣
中
も
と
『
患
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
-
病
院
一
九
五
五

中
央
区
教
育
委
員
会
編
集
『
復
元
さ
れ
た
震
災
の
記
録
J
関
東
大
震
災
映
画
ブ
プ
ル

ム

J
』
築
地
本
願
寺
二
回

O
六

(
泣
)
田
中
も
と
『
患
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
病
院
一
九
五
五

(
詑
)
境
如
「
窺
論
」
『
本
深
本
願
寺
社
会
事
業
使
覧
』

O
J
五
頁
一
九
一
一
一
一

(
お
)
「
東
京
真
宗
婦
人
会
に
お
け
る
九
篠
総
合
本
部
長
法
話
」
『
婦
人
』
二

O
巻
七
号

一
九
二
回
・
七

(
担
)
二
葉
憲
香
『
赤
松
連
域
資
料
』
上
巻
三
二
頁
本
願
寺
出
版
部
一
九
八
二

(
お
)
九
篠
武
子
「
仏
教
婦
人
会
の
使
命
」
『
婦
人
』
一
一
一
一
巻
九
号
一
九
一
一
六

(
お
)
九
捺
武
子
「
無
憂
華
(
八
十
一
)
」
『
読
売
新
聞
』
大
正
十
五
年
三
月
三
十
日

匡

(
幻
)
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二
巻

(

日

)

(

弘

)

(

日

)

一
九
二
九

〈

凶

)

(

幻

)

(

認

)

(

諸

)

(

お

)

朝
刊
五

五
二
頁

寵
谷
異
智
子
『
九
保
武
子
そ
の
生
涯
と
あ
し
あ
と
』
淡
交
社

九
僚
武
子
『
無
憂
華
』
実
業
之
日
本
社
一
九
二
七

佐
佐
木
信
網
『
九
候
武
子
夫
人
書
簡
集
』
一
回
八
頁
実
業
之
百
本
社
一
九
二
九

九
篠
武
子
「
無
憂
華
(
九
)
」
「
読
売
薪
毘
」
大
正
十
五
年
一
月
十
七
ヨ
朝
刊
五
百

九
僚
武
子
「
無
憂
華
(
二
十
)
」
『
読
売
新
開
』
大
正
十
五
年
一
月
二
八
日
事
官
五
面

九
篠
武
子
『
無
憂
華
』
実
業
之
日
本
社
一
九
二
七

佐
住
本
信
網
『
九
捺
武
子
夫
人
書
龍
集
』
一

O
九
頁
実
業
之
日
本
社
一
九
二
九

佐
生
木
信
網
「
麗
人
九
榛
武
子
」
二
九
九
i
一二

0
0頁
弘
文
社
一
九
三
回

(
訪
)
田
中
も
と
「
患
い
出
の
三
十
年
』
あ
そ
か
病
院
一
九
五
五

(
幼
)
佐
佐
木
信
鱗
豆
一
麓
人
九
篠
武
子
』
一
二
二
頁
弘
文
社
一
九
三
回

(

4

)

九
篠
武
子
「
無
憂
華
(
四
十
一
〉
」
『
読
売
新
障
』
大
正
十
五
年
二
月
十
八
日

面

(
位
)
九
篠
武
子
「
信
仰
は
力
な
り
」

一八

O

(
お
)
九
篠
武
子
『
無
憂
華
』
実
業
之
日
本
社
一
九
二
七

(

m

U

)

佐
佐
木
信
網
寸
九
捺
武
子
夫
人
書
簡
集
』
一
一
一
回
;
一
二
九
頁

一
九
二
九

(
却
)
佐
住
木
信
網
『
九
捺
武
子
夫
人
書
簡
集
』
一
一
六
六
J
二
六
八
頁

一
九
二
九

(
泣
)
住
佐
木
一
何
回
調
「
麗
人
九
捺
武
子
』
弘
文
社

実
業
之
日
本
社

実
業
之
日
本
社

一
九
三
回

二
O
O
二

(

日

記

)

(
お
)

(

鈍

)

(

話

)

(

お

)

(

訂

)

(

認

)

朝
刊
五

『
読
売
新
聞
』

一
九
二
六
・
六
・
五


